
趣
味
の
人
形
創づ

く

り
。
創つ

く

り
続
け
て
80
年
。

新
川
　
子
さ
ん
（
神
田
町
）

 かんだ かんだ かんだ 
Public Information Kanda

広報 1111/10
2002年（平成14年）11月10日号 No.1067

10
月
15
日
〜
19
日
、
中
央
公
民
館
ロ
ビ

ー
に
「
和
紙
」
や
「
ち
り
め
ん
」
で
創
ら

れ
た
美
し
い
創
作
人
形
が
た
く
さ
ん
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
風
俗
、

浮
世
絵
、
歌
舞
伎
世
界
の
女
性
の
姿
を
写

し
た
人
形
で
、
そ
の
数
は
１
０
０
体
以
上
。

公
民
館
を
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
人
形
の
創
作
者
は
、
新
川
　
子
さ

ん
。
人
形
の
着
物
に
使
う
紙
の
色
染
め
か

ら
人
形
の
髪
飾
り
や
花
な
ど
の
小
物
の
制

作
ま
で
全
て
自
分
で
行
い
ま
す
。
人
形
は
、

明
治
生
ま
れ
の
女
流
日
本
画
家
・
上
村
松

園
の
美
人
画
を
見
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
創
っ

た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
川
さ
ん
が
人
形
創
り
を
始
め
た
の

は
、
ま
だ
人
形
遊
び
が
好
き
だ
っ
た
小
さ

な
子
ど
も
の
こ
ろ
。
母
親
か
ら
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
80
年
。
90
歳
に

な
っ
た
現
在
で
も
、
人
形
創
り
を
続
け
て

い
ま
す
。

20
年
勤
め
た
役
場
を
退
職
し

た
後
、
公
民
館
講
座
の
講
師
を

し
た
り
、
伝
承
あ
そ
び
会
で
小

学
生
に
紙
こ
け
し
や
折
り
紙
な

ど
を
教
え
た
り
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
展
示
会
も
今
回
が
初

め
て
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も

公
民
館
で
何
度
か
開
催
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
倉
の
デ
パ
ー

ト
の
呉
服
売
り
場
で
も
人
形
が
展
示
さ
れ
、

着
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
川
さ
ん
の
人
形
は
遠
く
海

外
へ
も
渡
っ
て
い
ま
す
。
長
男
の
浩
国
さ

ん
が
仕
事
の
関
係
で
イ
ギ
リ
ス
や
カ
ナ
ダ

の
方
を
自
宅
に
招
待
し
た
際
の
歓
迎
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
に
旅
行
に
行
く
際
の
お
土
産
に
も
な
り

ま
し
た
。
外
国
の
方
に
は
、
日
本
文
化
を

伝
え
る
も
の
と
し
て
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

昔
は
暇
さ
え
あ
れ
ば
人
形
を
創
っ
て
い

た
と
い
う
新
川
さ
ん
も
現
在
は
90
歳
。
自

宅
に
あ
る
小
さ
な
部
屋
で
、
気
が
向
い
た

時
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
創
っ
て

い
ま
す
。「
創
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
と
て

も
楽
し
そ
う
で
、
安
心
し
ま
す
。」
と
い
う

次
男
の
敏
彦
さ
ん
に
出
来
上
が
り
作
品
の

批
評
を
し
て
も
ら
う
の
も
楽
し
み
の
一
つ
。

家
に
は
、
本
箱
３
ケ
ー
ス
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
人
形
が
あ
り
ま
す
。

「
着
物
や
小
物
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
な
が
ら
自
分
独
自
の
人
形
を
創
る
の
は

楽
し
い
し
、
創
っ
た
も
の
を
見
る
の
も
楽

し
い
。
ま
た
、
人
形
が
出
来
た
時
に
人
に

見
せ
る
の
も
楽
し
い
。」
と
、
人
形
創
り
の

楽
し
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
広
報
係
で
は
、
新
川
さ
ん
の
よ
う
に
、

趣
味
・
特
技
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
分

野
で
ま
だ
ま
だ

●

●

●

●

活
躍
す
る
元
気
な
80
歳
以

上
の
高
齢
者
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

元気 
です 

90歳

▲中央公民館ロビーの展示会場

展示された人形の一つ▲
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05 thth

合併50周年記念誌 

フィフティース 

編集室だより 

昭
和
14
年
の
神
ノ
島
は

平
ら
な
島
だ
っ
た
？

昭
和
14
年
の
神
ノ
島
は

平
ら
な
島
だ
っ
た
？

要
塞
地
帯
法

第
七
条
　
　
何
人
ト
雖
要
塞
司
令
官
ノ
許
可
ヲ
得

ル
二
非
サ
レ
ハ
要
塞
地
帯
内
水
陸
ノ
形
状
又
ハ
施

設
物
ノ
状
況
ニ
付
撮
影
、
模
写
、
模
造
若
ハ
録
取

又
ハ
其
ノ
複
写
若
ハ
複
製
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

上
の
写
真
は
昭
和
14
年
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
見

す
る
と
、
海
の
中
に
人
工
島
の

よ
う
な
平
ら
な
島
が
写
っ
て
い

る
が
、
実
は
こ
れ
、
神
ノ
島
な

の
で
あ
る
。
昭
和
14
年
当
時
の

神
ノ
島
は
平
ら
だ
っ
た
の
か
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
。
こ
の
写
真
は
戦
前
か
ら
町

内
で
写
真
館
を
経
営
さ
れ
て
い

た
故
松
田
恵
司
氏
が
撮
影
し
た

も
の
で
、
現
在
の
フ
ィ
ル
ム
の

役
割
を
す
る
ハ
ガ
キ
大
の
ガ
ラ

ス
板
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

ガ
ラ
ス
板
を
見
る
と
、
神
ノ
島

の
山
稜
部
分
に
白
い
塗
料
が
塗

ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

な
ぜ
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

の
か
。
そ
の
手
が
か
り
は
写
真

の
裏
面
に
押
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ

に
あ
る
。
青
い
イ
ン
ク
で
押
さ

れ
た
ス
タ
ン
プ
に
は
下
関
要
塞

司
令
部
検
査
済
と
記
さ
れ
て
い

る
。調

べ
て
み
る
と
、
下
関
要
塞

司
令
部
と
は
陸
軍
省
の
一
部
門

で
、
今
か
ら
百
年
以
上
前
の
明

治
28
年
に
発
足
し
て
い
る
。

明
治
32
年
に
は
要
塞
地
帯
法

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で

は
、
第
一
条
で
「
要
塞
地
帯
」

を
「
国
防
ノ
為
建
設
シ
タ
ル
諸

般
ノ
防
禦
営
造
物
ノ
周
囲
ノ
区

域
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
第
７
条
で
、
要
塞
地
帯
内

の
「
水
陸
ノ
形
状
又
ハ
施
設
物

ノ
状
況
ニ
付
撮
影
、
模
写
」
な

ど
を
禁
止
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

国
防
上
の
観
点
か
ら
、
地
形
が

特
定
で
き
る
も
の
の
公
表
を
認

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１
　
　
　
　
　
下
関
要
塞
地
帯
と
苅
田
町

昭和30年１月に白川村、小波瀬
村、旧苅田町が合併してから、平成
17年で50周年を迎えます。これを
記念して、まちの歴史をまとめる
「記念誌」の発行が計画されており、
総務課内に「合併50周年記念誌編
集室」を設置して、編集作業が開始
されました。
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白
川
村
・
小
波
瀬

村
・
旧
苅
田
町
の
合

併
50
周
年
を
記
念
し

て
発
行
す
る
「
合
併

50
周
年
記
念
誌
」
で

は
、
苅
田
町
に
関
係

し
た
戦
前
・
戦
後
の

苅
田
町
の
生
活
状
況

や
社
会
的
出
来
事
を

掲
載
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
参
考
資

料
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。
戦
前
戦
後

を
問
わ
ず
、
町
民
の

み
な
さ
ん
が
保
管
し

て
い
る
古
い
写
真
や

当
時
の
状
況
が
わ
か

る
資
料
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
団
体
・
企
業
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
歴
史
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
念
誌
な
ど
の
提
供
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真
や
資
料
に
つ
い
て
は
、
編
集
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
記
念
誌
に
掲
載
す
る
か
、

こ
の
「
編
集
室
だ
よ
り
」
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
総
務
課
内
「
合
併
50
周
年
記
念
誌
編
集
室
」

（
役
場
１
階
１
０
１
会
議
室
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
３
・
４
３
４
・
１
１
１
１
内
線
２
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
３
・
４
３
６
・
３
０
１
４
（
総
務
課
）

ありませんか？ 

ご家庭で眠っている ご家庭で眠っている 

古い写真や資料は 
ありませんか？ ありませんか？ 
古い写真や資料は 

▲神ノ島「全景」（平成12年撮影）

▲
下
関
要
塞
司
令
部
の
「
検
査
済
」
印

▲高城山などの山稜もバッサリ。
（手前は国道10号線、左上は石塚山
古墳） 昭和14年撮影

▲松山一帯も平らに。（手前の工場は当時の豊国セメント
か？） 昭和15年撮影

こ
の
要
塞
地
帯
の
正
確
な
範

囲
は
分
か
ら
な
い
が
、
関
門
海

峡
を
中
心
と
し
た
一
帯
で
、
苅

田
町
も
そ
の
範
囲
内
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

松
田
氏
が
戦
前
に
撮
影
し
た

他
の
写
真
に
も
下
関
要
塞
司
令

部
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
お

り
、
神
ノ
島
だ
け
で
な
く
、
高

城
山
な
ど
の
町
内
の
山
の
稜
線

も
削
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
撮
影
し
た

ガ
ラ
ス
板
を
要
塞
司
令
部
が
検

閲
し
、
神
ノ
島
の
形
状
が
わ
か

る
上
半
分
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
上

で
、
許
可
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

※
合
併
50
周
年
記
念
誌
編
集
室
で

は
、
こ
れ
ら
の
写
真
を
手
が
か
り
に

し
て
、
今
後
、
戦
前
の
苅
田
町
の
状

況
を
知
る
た
め
の
調
査
を
始
め
る
予

定
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
当
時
の
写
真

や
資
料
、
体
験
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
下
記
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。
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大会・教室・講座など

公民館 へ 
行こう 

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
直
接
、

各
公
民
館
へ

北
公
民
館 

℡
０
９
３
・
４
３
４
・
９
０
０
０ 

西
部
公
民
館 

℡
０
９
３
０
・
２
３
・
８
１
０
０ 

小
波
瀬 

℡
０
９
３
０
・
２
３
・
１
０
０
０ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー 

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
公
開
講
座

★
内
容
「
相
続
税
と
贈
与
税
に
関

す
る
こ
と
」

★
講
師
　
小
倉
税
務
署
税
務
広
報

広
聴
官
　
中
原
義
也
さ
ん

★
対
象
　
ど
な
た
で
も

★
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分

★
持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具

※
申
込
　
11
月
13
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

し
め
飾
り
講
座

手
作
り
の
し
め
飾
り
で
新
年
を

迎
え
ま
せ
ん
か

★
日
時

①
12
月
2
日
（
月
）
午
後
1
時
30

分
〜
（
わ
ら
す
き
等
事
前
準
備
）

②
12
月
3
日
（
火
）
午
前
9
時
〜

12
時
（
し
め
飾
り
づ
く
り
）

★
定
員
　
20
人

★
講
師
　
緒
方
貢
さ
ん

★
材
料
代
　
5
0
0
円

★
持
参
す
る
も
の
　
ペ
ン
チ
・
ホ

ッ
チ
キ
ス
・
軍
手

※
申
込
　
11
月
13
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ

お
花
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

★
日
時
　
12
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
講
師
　
福
澤
敏
一
さ
ん
　

★
定
員
　
15
人

★
材
料
代
　
1
5
0
0
円

★
持
参
す
る
も
の
　
花
ば
さ
み
、

ピ
ン
セ
ッ
ト

《
映
画
会
》

「
グ
ロ
ー
リ
ー
」（
洋
　
画
）

ア
カ
デ
ミ
ー
3
部
門
受
賞
、
南

北
戦
争
の
感
動
巨
編

★
日
時
　
11
月
15
日
（
金
）

午
後
7
時
〜
　
上
映

★
主
演
　
マ
シ
ュ
ー
・
ブ
ロ
デ
ッ

リ
ク
、
デ
ン
ゼ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
、

モ
ー
ガ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン

★
入
場
無
料

ア
イ
デ
ア
ス
ピ
ー
ド

お
せ
ち
料
理

来
年
の
お
正
月
は
だ
れ
に
で
も

で
き
る
ア
イ
デ
ア
ス
ピ
ー
ド
お

せ
ち
料
理
は
い
か
が
で
す
か
。

★
日
時
　
12
月
10
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　

調
理
室

★
募
集
人
員
　
50
人
（
先
着
順
）

★
会
費
　
無
料

★
申
込
締
切
　
11
月
22
日
（
金
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

TEL
0
9
3
・
4
3
5
・
3
2
2
1

SPORTS
スポーツ 

情報 

京
都
郡
駅
伝
大
会

出
場
選
手
の
募
集

第
56
回
京
都
郡
駅
伝
大
会
が
12

月
8
日
（
日
）、
勝
山
町
苅
田
町
コ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
対
抗
の
部
門
で
苅
田
町
よ
り

2
チ
ー
ム
（
1
チ
ー
ム
7
人
）
派

遣
の
予
定
で
す
。
町
内
在
住
在
職

の
社
会
人
で
参
加
希
望
者
は
、
11

月
15
日
（
金
）
ま
で
に
体
育
協
会

事
務
局
（
TEL
0
9
3
・
4
3
4
・

4
7
2
6
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
し

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

家庭シンポジウム

テーマ・「完全学校週5日制」

～土曜日をどのように
過ごしていますか～

★日時　11月17日（日）
午後1時30分～4時
（受付：午後1時～）

★場所　三原文化会館大ホール
★主催　青少年育成町民会議
★問い合わせ先　
苅田町青少年育成町民会議
TEL 093・434・1111（内線390）
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1.本当に怖いのは合併症

長い間、高血圧が続くと、全身の血管や細胞に
ダメージを与えることになります。目の血管がダ
メージを受ければ失明、腎臓なら腎不全、心臓の
動脈なら心筋梗塞…といったように、合併障害が
全身に広がっていきます。
糖尿病を予防しよう
糖尿病予防のポイントは、食事と運動。次のチ

ェックリストで要注意の人は、今のうちから糖尿
病にならない、なりにくい生活習慣を身につけま
しょう。

2.糖尿病度チェック

あなたは、糖尿病になりやすいタイプでしょう
か。次の項目で調べてみましょう。
□ 太っている。特に20歳代から太りだした
□ 食事はおなかいっぱいに食べるほうだ
□ 運動不足だ
□ お酒をよく飲む
□ これまでに血糖値が高いと言われたことがある
□ 家族に糖尿病の人がいる
□ ストレスの多い生活をしている
＊ 該当するものが、1個から2個でもあったら要
注意です。今のうちからしっかり予防しましょう。

3.糖尿病を予防するために

① バランスの良い食事
糖尿病予防の食事は、何

も特別なものではありませ
ん。いろいろな栄養素をバ
ランスよく取り入れること
と、食べ過ぎないことが基
本。1日30品目を目安に
毎日いろいろな食品をとるように心掛けてみてく
ださい。自然と栄養のバランスもとれてきます。

② 運動しましょう
運動不足は、糖尿病の大

敵です。運動は、血糖値を
下げる効果があり、中性脂
肪を減らす効果もあって、
健康づくりには欠かせませ
ん。気持ちのいい汗を流し
て、糖尿病の予防と健康増進を図りましょう。

（福岡県腎臓病患者連絡協議会　京築ブロック腎友会）

糖尿病にご用心！

こ ん に ち は 
保健師 

です 

健康通信 
パンジープラザ 

TEL 093・436・5115

「40歳以上の10人にひとりは糖尿病」と言われるほど、糖尿

病は現代人の生活に深く関わっています。現在、糖尿病または糖

尿病予備軍の人が全国で約1370万人いるといわれています。糖

尿病の初期には、自覚症状が出ないので、ほかの病気の診察のと

きやたまたま受けた健康診断で偶然見つかることも多いのです。

糖尿病の疑いがあると分かったら、放置せず早めに専門医の指導

を受け、健康管理をしていくことが大切です。
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カメラ 
スケッチ 
カメラ 
スケッチ 

絢絢
爛爛
勇勇
壮壮

苅
田
山
笠

▲岩山同士のぶつかり合い。雨のなか、多くの見物客が見守りました。

▲テレビ番組の収録（平成15年1月5日に放映予定）で
山笠を訪れた女優の青田典子さんと記念撮影。
「山笠が灯山、幟山、岩山と変化するところがおも

しろいし、このぶつかり合いは本当にすごいと思いま
した。ぶつかり合うことで、お互いがふれあい、その
後、よりいっそう仲良くなる。神様が祭りにけんかの
舞台を用意した意味が分かった気がします。山の組み
立てからずっと見てきましたが本当に感動しました。」
と青田さん。

※
16
ペ
ー
ジ
に
山
笠
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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神
幸
祭
・
奉
納
笠
着
の
連
歌

神
幸
祭
・
奉
納
連
歌
祭
が
9
月
27
日
に
行
わ
れ
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
た
下
の
句
「
豊
け
き
秋
の
祭
た
の
し
む
」
に
そ
れ

ぞ
れ
上
の
句
を
つ
け
、
詠
み
上
げ
て
奉
納
し
ま
し
た
。
宇
原
神

社
の
連
歌
は
笠
着
と
い
い
、
誰
で
も
参
加
し
て
付
句
を
出
せ
る

連
歌
で
す
。
今
年
奉
納
さ
れ
た
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

大
神
に
寿
詞
捧
げ
て
皆
人
と
豊
け
き
秋
の
祭
た
の
し
む

宮
司
　
　
　
　
　
　
　
瀬
正
知

産
土
の
恵
み
謝
び
て
氏
子
等
は
豊
け
き
秋
の
祭
た
の
し
む

氏
子
会
名
誉
会
長
　
三
原
晴
正

尋
ぬ
れ
ば
潤
う
心
神
詣
で
豊
け
き
秋
の
祭
た
の
し
む

氏
子
会
会
長
　
　
　
堀
　
博
麿

産
土
に
吹
き
わ
た
る
風
爽
や
か
に
　
　
　
　
京
町
　
　
塩
見
　
智

伝
統
の
山
笠
競
っ
て
飾
り
つ
け
　
　
　
　
　
雨
窪
　
　
田
中
令
二

風
吹
か
ず
た
わ
わ
の
実
り
心
地
よ
く
　
　
　
南
原
　
　
坂
本
茂
三

空
高
し
揃
ひ
の
ハ
ッ
ピ
や
孫
の
顔
　
　
　
　
南
原
　
　
坂
本
茂
治

神
宿
る
神
輿
仰
ぎ
て
祭
笛
　
　
　
　
　
　
　
雨
窪
　
　
中
村
重
典

渇
水
の
裏
の
豊
穣
喜
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
尾
倉
　
　
上
田
安
乃

老
夫
婦
共
に
生
き
れ
し
喜
び
を
　
　
　
　
　
神
田
町
　
和
田
茂
彦

戦
争
も
テ
ロ
も
無
縁
の
豊
の
国
　
　
　
　
　
集
　
　
　
清
水
義
弘

蝉
し
ぐ
れ
い
つ
し
か
止
み
て
空
澄
み
ぬ
　
　
苅
田
　
　
永
田
光
生

鉦
太
鼓
に
ぎ
や
か
に
引
く
岩
山
の
　
　
　
　
光
国
　
　
藤
田
征
夫

走
り
く
る
幟
車
の
勇
者
か
が
や
き
て
　
　
　
光
国
　
　
藤
田
ヒ
サ
子

新
米
の
寿
司
を
作
り
て
友
招
き
　
　
　
　
　
与
原
　
　
渡
辺
啓
助

嬰
だ
い
て
母
子
三
代
山
車
を
曳
く
　
　
　
　
神
田
町
　
岡
崎
智
恵
子

親
子
ら
し
ピ
ア
ノ
連
弾
二
階
よ
り
　
　
　
　
神
田
町
　
浜
田
い
さ
子

恩
寵
鯉
の
ハ
ッ
ピ
を
身
に
し
か
と
　
　
　
　
殿
川
町
　
村
上
志
津
江

月
影
の
雫
を
こ
ぼ
す
神
の
庭
　
　
　
　
　
　
与
原
　
　
増
田
直
子

勧
め
ら
れ
少
し
派
手
目
な
服
を
買
い
　
　
　
磯
浜
町
　
中
野
松
枝

山
車
を
引
く
子
や
孫
集
い
に
ぎ
や
か
に
　
　
尾
倉
　
　
友
金
信
子

鉦
の
音
に
心
が
は
ず
む
幼
児
と
　
　
　
　
　
新
津
　
　
服
部
省
三
郎

杣
人
も
耕
や
す
人
も
海
人
も
　
　
　
　
　
　
尾
倉
　
　
服
部
ユ
ク
ノ

嫁
ぎ
来
て
歴
史
き
ざ
み
し
五
十
年
　
　
　
　
与
原
　
　
松
川
五
月

雨
を
待
つ
空
に
向
い
て
祈
り
つ
つ
　
　
　
　
京
町
　
　
金
丸
成
子

花
も
癒
え
余
生
奇
麗
に
染
め
あ
げ
て
　
　
　
富
久
町
　
鬼
丸
源
義

秋
晴
れ
や
笛
や
太
鼓
の
音
も
涼
し
　
　
　
　
南
原
　
　
坂
本
ヒ
デ
子

若
者
や
揃
ひ
の
ハ
ッ
ピ
で
山
笠
を
練
り
　
　
南
原
　
　
坂
本
次
男

取
り
入
れ
に
孫
と
手
伝
ふ
こ
び
り
か
な
　
　
南
原
　
　
坂
本
シ
ゲ
子

畑
を
打
つ
鍬
ど
り
囃
す
法
師
蝉
　
　
　
　
　
港
町
　
　
長
野
ス
ミ
エ

嶺
の
鵙
宇
原
の
杜
に
こ
だ
ま
し
て
　
　
　
　
馬
場
　
　
松
中
玲
子

手
作
く
り
の
帽
子
に
鳥
の
羽
根
か
ざ
り
　
　
集
　
　
　
中
原
ト
シ
子

句
友
待
つ
宇
原
神
社
の
樫
茂
り
　
　
　
　
　
若
久
町
　
田
中
君
子
　

笛
の
音
や
夜
店
の
灯
り
浴
衣
映
え
　
　
　
　
新
津
　
　
十
河
俊
夫

氏
子
ら
が
声
た
か
ら
か
に
山
車
を
曳
き
　
　
神
田
町
　
肥
田
義
親

産
土
の
神
の
御
恵
今
日
う
け
て
　
　
　
　
　
京
町
　
　
進
ヤ
エ
子

神
垣
に
集
う
氏
子
等
す
こ
や
か
に
　
　
　
　
松
原
町
　
大
石
八
千
代

う
ぶ
す
な
の
恵
み
に
喜
の
寿
賜
り
て
　
　
　
光
国
　
　
山
根
靜
香

未
来
よ
り
今
日
の
ひ
と
日
を
喜
び
て
　
　
　
与
原
　
　
林
ヨ
シ
子

砂
ぼ
こ
り
掃
き
て
小
坪
に
水
を
打
ち
　
　
　
山
口
　
　
渋
川
登
志
枝

今
年
又
親
戚
知
人
集
ひ
き
て
　
　
　
　
　
　
提
　
　
　
林
　
隆
幸

な
に
も
か
も
運
命
と
神
に
す
が
り
つ
き
　
　
集
　
　
　
福
永
　
惇

遠
く
か
ら
流
る
る
太
鼓
虫
の
声
　
　
　
　
　
神
田
町
　
定
村
政
子

天
高
く
氏
子
集
い
て
賑
わ
し
く
　
　
　
　
　
尾
倉
　
　
深
川
　
子

一
句
今
出
来
し
喜
び
胸
に
抱
き
　
　
　
　
　
富
久
町
　
坂
本
千
寿
香

青
田
波
い
く
度
聞
く
や
鉦
の
音
　
　
　
　
　
若
久
町
　
白
石
ヨ
シ

念
願
の
雨
ご
い
か
な
い
て
農
夫
ら
も
　
　
　
葛
川
　
　
緒
方
伸
江

冥
界
の
母
も
待
ち
わ
び
る
鉦
の
音
　
　
　
　
馬
場
　
　
築
城
恵
美

古
希
の
友
ワ
ル
ツ
ダ
ン
ス
の
爽
や
か
に
　
　
尾
倉
　
　
広
瀬
京
子

八
十
路
坂
越
え
て
平
和
の
有
難
さ
　
　
　
　
富
久
町
　
田
渕
津
喜
子

法
被
着
て
男
の
子
眩
し
く
御
輿
か
く
　
　
　
与
原
　
　
早
川
恵
宣

鉦
の
音
に
お
ね
り
優
雅
な
武
者
人
形
　
　
　
小
倉
南
　
西
田
雪
枝

山
笠
に
燃
え
て
血
潮
は
明
日
の
夢
　
　
　
　
富
久
町
　
片
山
吉
康

故
郷
に
帰
り
来
り
て
こ
の
一
刻
　
　
　
　
　
富
久
町
　
片
山
郁
男

涼
風
に
な
び
く
黄
金
穂
満
ち
た
り
て
　
　
　
富
久
町
　
片
山
紀
子

刈
る
ほ
ど
に
中
稲
の
香
る
故
郷
は
　
　
　
　
京
町
　
　
上
田
源
二

早
き
か
な
稲
田
の
実
り
黄
金
色
　
　
　
　
　
京
町
　
　
上
田
実
幸

山
車
一
つ
神
主
も
馳
す
極
ま
り
て
　
　
　
　
京
町
　
　
上
田
源
太
朗

高
ら
か
に
響
け
や
ひ
び
け
笛
太
鼓
　
　
　
　
京
町
　
　
川
上
新
子

蒿
ら
け
く
永
遠
に
栄
え
し
君
が
代
の
　
　
京
町
　
　
矢
野
泰
彦

世
の
平
和
神
に
祈
り
て
清
々
し
　
　
　
　
提
　
　
　
米
田
加
枝

空
港
の
架
橋
工
事
を
遠
く
見
て
　
　
　
　
尾
倉
　
　
矢
野
緑
詩

は
し
や
ぎ
合
い
走
り
し
子
ら
を
諫
め
つ
つ
　新

津
　
　
草
野
清
子

山
車
の
鉦
杜
に
こ
だ
ま
し
氏
子
等
の
　
　
神
田
町
　
蓑
田
又
藏

子
供
ら
に
祭
り
ば
や
し
を
伝
授
し
て
　
　
提
　
　
　
嶋
村
政
敏

ま
た
今
年
来
た
ぞ
幻
秋
ま
つ
り
　
　
　
　
神
田
町
　
長
野
　
勝

十
五
夜
に
皆
が
集
い
て
山
造
り
　
　
　
　
神
田
町
　
戸
田
英
俊

皆
の
手
で
作
り
し
青
竜
高
く
舞
い
　
　
　
神
田
町
　
村
田
龍
彦

鉾
持
ち
の
ふ
っ
く
ら
ほ
ほ
も
す
こ
や
か
に
　南

原
　
　
坂
本
佳
代
子

幼
子
の
法
被
姿
や
た
く
ま
し
く
　
　
　
　
集
　
　
　
　
木
智
恵

秋
晴
に
山
車
引
く
ち
ご
の
声
た
か
し
　
　
苅
田
　
　
橋
津
ミ
ツ
エ

鉦
の
音
迎
え
喜
こ
ぶ
老
い
し
母
　
　
　
　
富
久
町
　
片
山
千
津
子

空
澄
み
て
優
雅
に
舞
へ
り
鳶
の
笛
　
　
　
松
原
町
　
甲
斐
美
智
子

孫
五
人
立
志
と
染
め
ぬ
く
晴
法
被
　
　
　
神
田
町
　
森
田
喜
富

荒
城
の
月
の
故
郷
偲
び
つ
つ
　
　
　
　
　
神
田
町
　
深
田
孝
三

喜
雨
な
れ
や
万
象
清
か
に
よ
み
が
え
り
　
鋤
崎
　
　
原
田
義
視

孫
と
も
に
揃
ひ
の
法
被
山
笠
を
曳
き
　
　
苅
田
　
　
長
井
　
啓

そ
れ
ぞ
れ
の
山
笠
集
い
賑
わ
い
し
　
　
　
新
津
　
　
川
崎
克
人

後
継
の
決
ま
ら
ぬ
ま
ゝ
に
稲
熟
れ
る
　
　
鋤
崎
　
　
尾
潟
カ
ヅ
エ

身
二
つ
と
な
る
子
を
囲
む
笑
い
声
　
　
　
雨
窪
　
　
石
川
豊
樹

弟
の
釣
り
し
地
も
の
を
肴
と
し
　
　
　
　
与
原
　
　
増
田
登
志
雄

穏
や
か
に
稲
刈
日
和
さ
ず
か
り
し
　
　
　
与
原
　
　
増
田
勝
子

乱
れ
世
に
小
さ
き
和
の
灯
ほ
の
ぼ
の
と
　
松
山
　
　
森
　
正
則

▲中町区の手作りの龍の山笠
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国際自治体交流員と親善を深めました

10月23日から10月26日までの4日間、

財団法人自治体国際化協会国際交流部より

国際親善のため派遣された2人の自治体交流

員が苅田町にやってきました。フランス人

のジャン・フランソワ・パスカル氏とカン

ボジア人のレン・ローエン氏の2名です。

滞在中は、苅田町の西日本工業大学、日

産自動車九州工場、麻生セメントそれにエ

コプラントなど町の各施設を視察し、北九

州門司レトロや小倉城も見学しました。

2人は日本の国は大変治安がいいと言って

関心しており、また古き伝統と最新鋭の先

端技術に驚きの声を上げていました。

（企画課）

安全な農業の
取り組みについて

苅田町農政課は谷区及び地区
農家（9戸）の協力を得て、｢大
豆展示圃（1.5ｈａ）｣の設置を
行っています。この事業は国の
｢水田を中心とした土地利用型農
業活性化対策｣に則し米の生産調
整推進の円滑化と国内における大豆の需給率（5％）向上を目指す
ものであります。近年、｢食の安全｣の問題は大きな社会問題となっ
ていますが、地域で生産したものは地域で消費するという｢地産地
消｣の取り組みを進めるものでもあります。
7月22日にまかれた大豆種子は、天候に恵まれ順調に生育してい

ます。すがすがしい初夏の風に吹かれたやわらかな緑の葉は、力強
い生命の息吹を感じさせます。現在、実も膨らみはじめ11月下旬
には収量等の所要の調査を行った後、大型コンバインで収穫する予
定です。
大豆は植物性タンパク質が豊富な他、リノール酸など血液をサラ

サラにする不飽和脂肪酸が多く含まれています。特に、地域で作ら
れる豆腐や味噌には地域の気候風土に育まれた大豆が最適です。
苅田町としても｢安全な農産物｣生産を行政目標の一つとして行っ

ていきます。栽培については福岡県京都農業改良普及センターの指
導をお願いし、農作業については苅田町女性農業機械オペレーター
グループ“グリーンズ”の協力を得ました。 （農政課）

地
域
防
災
訓
練

緊
急
時
に
備
え
て
6
1
1
人
が
参
加

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

参
加
機
関
・
団
体
（
順
不
同
）

苅
田
町
防
災
会
議
、
陸
上
自
衛
隊

第
40
普
通
科
連
隊
、
福
岡
食
糧
事

務
所
北
九
州
支
所
行
橋
分
室
、
行

橋
警
察
署
、
北
九
州
市
消
防
局
、

苅
田
郵
便
局
、
九
州
電
力
（
株
）

行
橋
営
業
所
、
西
日
本
電
信
電
話

（
株
）
北
九
州
支
店
、
小
波
瀬
病
院
、

苅
田
町
危
険
物
安
全
協
会
、
苅
田

町
区
長
連
合
会
、
苅
田
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
苅
田
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
苅
田
町
身
体

障
害
者
福
祉
会
、
白
川
校
区
婦
人

会
、
白
川
小
学
校
、
苅
田
幼
稚
園
、

白
川
保
育
園
、
苅
田
町
交
通
安
全

指
導
員
、
苅
田
町
消
防
団
、
苅
田

町
消
防
本
部

10
月
24
日
、
白
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
震
と
台
風
、

水
害
、
山
林
火
災
を
想
定
し
た
地
域
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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まち わだい の 
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10月26日、白川地区で「第2回～秋～満喫祭」が行わ
れ、たくさんの人で賑わいました。
白川の自然のすばらしさを体感できる「ふるさと散策ウ

ォーク」や「白川自然探索バスハイク」、メイン会場の西
部公民館で催された「そば打ち体験塾」や、太鼓・マジッ
クショーなどのステージに、訪れた人たちは思い思いに秋
を満喫していました。
また、この祭りの実行委員会には、地元・白川の人たち

が参加し、自ら主体となって白川地域を盛り上げました。

カメラ 
スケッチ 
カメラ 
スケッチ 

▲白川地区婦人会のみなさんによる「行者食」作り。

▲白川自然探索バスツアー（空の家で）

▲ふるさと散策ウォーク（鬼の唐手岩の前で）

▲フリーマーケット ▲そば打ち体験塾 ▲マジックショー
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第
１
回
ア
ジ
ャ
タ
選
手
権

▼
一
般
の
部
（
18
チ
ー
ム
）

①
日
本
磁
力
選
鉱
（
株
）（
１
分
18

秒
89
）

②
ア
ル
カ
リ
７
チ
ー
ム

③
体
育
協
会
若
年
寄
り
会
　

▼
シ
ル
バ
ー
の
部
（
７
チ
ー
ム
）

①
金
曜
ク
ラ
ブ
（
２
分
12
秒
82
）

②
与
原
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

③
コ
ス
モ
ス
会
（
苅
田
）

▼
小
学
生
の
部
（
９
チ
ー
ム
）

①
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
（
２
分
05
秒

02
）

②
新
津
・
百
合
ケ
丘

③
パ
ワ
ー
ガ
ー
ル
ズ
チ
ー
ム

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
の
部
（
４
チ
ー
ム
）

①
み
な
と
プ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
１
分

43
秒
83
）

②
パ
ワ
ー
ボ
ー
イ
ズ

チ
ー
ム
　
③
柔
楠
会

▼
親
子
の
部
（
４
チ
ー
ム
）

①
片
島
１
（
１
分
45
秒
20
）

②
柔
楠
会
　
③
片
島
２

◎
特
別
賞

▼
町
長
賞
　

シ
ル
バ
ー
の
部
　
苅
田
ダ
ン
ス
同
好

会

▼
助
役
賞
　

チ
ャ
イ
ル
ド
の
部
　
柔
楠
会

▼
教
育
委
員
長
賞

親
子
の
部
　
ム
ー
ち
ゃ
ん
ク
ー
ち
ゃ

ん▼
教
育
長
賞

小
学
生
の
部
　
与
原
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ▼
体
協
会
長
賞

一
般
の
部
　
爆
走
レ
デ
ィ
ー
ス

▼
体
育
館
長
賞

一
般
の
部
　
日
本
磁
力
選
鉱
（
株)

ア
ル
カ
リ
７
チ
ー
ム

全
国
卓
球
選
手
権
大
会

※
９
月
６
〜
８
日
　
北
海
道
帯
広
市

（
敬
称
略
）

▼
カ
ブ
の
部
（
小
学
３
・
４
年
生
）

２
位
　
多
田
光
希
（
南
原
小
４
年
）

「
お
し
か
っ
た
。
優
勝
し
た
か
っ
た
で

す
。
決
勝
戦
で
は
緊
張
し
ま
し
た
。

再
来
年
は
優
勝
し
た
い
。」

▼
バ
ン
ビ
の
部
（
小
学
２
年
生
以
下
）

３
位
　
有
延
大
夢
（
苅
田
小
２
年
）

「
相
手
も
あ
ま
り
強
く
感
じ
な
か
っ
た

し
、
優
勝
出
来
そ
う
だ
っ
た
。
再
来

年
は
優
勝
で
き
そ
う
。」

苅
田
町
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
結
果

※
10
月
20
日
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

※
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会（

敬
称
略
）

▼
ダ
ブ
ル
ス
男
子
Ａ
級
　
①
富
村
道

徳
（
日
産
）
・
牟
田
和
恵
（
リ
ト
ル

デ
ビ
ル
）
②
九
十
九
征
治
・
平
岡
昇

（
日
産
）
▼
Ｂ
級
　
①
城
井
五
十
二

（
宇
部
興
産
）
・
中
谷
勇
（
苅
田
町
役

場
）
②
野
口
祐
靖
・
谷
頭
洋
介
（
京

都
高
校
）
▼
Ｃ
級
　
①
吉
永
康
彦
・

後
郷
光
彦
（
苅
田
町
役
場
）
②
長
野

康
祐
・
古
賀
匡
侑
（
京
都
高
校
）

▼
Ｄ
級
　
①
原
一
夫
・
村
田
登
代
子

（
フ
リ
ー
）
②
諏
訪
拓
巳
・
吉
武
宏
晃

（
京
都
高
校
）

▼
ダ
ブ
ル
ス
女
子
Ｂ
級
　
①
ダ
ブ
ル

ス
城
井
ま
ゆ
み
（
苅
田
町
役
場
）
・

森
田
奈
津
美
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）
②
吉
永
裕

子
・
高
田
沙
織
（
京
都
高
校
）
▼
Ｃ

級
　
①
浦
田
陽
子
・
松
村
実
幸
（
フ

リ
ー
）
②
仁
保
有
佳
里
・
野
中
由
貴

（
京
都
高
校
）
▼
Ｄ
級
　
①
白
水
敏

子
・
中
山
円
（
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
）

②
木
下
ひ
ろ
み
・
金
子
千
春
（
キ
テ

ィ
ー
ち
ゃ
ん
）

大会
結果

 

第
２
回
苅
田
町

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
結
果

合
計
１
３
８
６
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

まち わだい の 
Town 
 News

全
国
大
会
で
２
位
と
３
位

多
田
光
希
さ
ん
と
有
延
大
夢
く
ん

▲

▲ママさんC級優勝　川内・井ノ口組

▼アジャタ選手権優勝者のみなさん
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▼
ダ
ブ
ル
ス
マ
マ
さ
ん
Ａ
級
　
①
浦

田
三
津
子
・
橋
本
い
つ
子
（
ス
マ
ッ

シ
ュ
）
②
中
島
多
美
子
・
井
出
朱
美

（
ス
マ
ッ
シ
ュ
）
▼
Ｂ
級
　
①
小
山
美

知
子
・
辛
島
む
つ
え
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）

②
城
井
京
子
・
竹
本
恵
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）

▼
Ｃ
級
　
①
川
内
好
江
・
井
ノ
口
五

百
穂
子
（
与
原
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
②
木
村
幸

代
・
深
草
喜
代
子
（
与
原
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

▼
Ｄ
級
　
①
中
谷
庄
子
・
出
合
弘
美

（
与
原
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
②
石
橋
恵
美
・
小
嶋

里
美
（
ペ
イ
ン
ト
ク
ラ
ブ
）

▼
シ
ン
グ
ル
男
子
Ａ
級
　
①
富
村
道

徳
（
日
産
）
▼
Ｂ
級
　
①
城
井
五
十

二
（
宇
部
興
産
）
②
谷
頭
洋
介
（
京

都
高
校
）
▼
Ｃ
級
　
①
山
本
敦
巳

（
京
都
高
校
）
②
石
田
誠
一
（
京
都
高

校
）
▼
Ｄ
級
　
①
諏
訪
拓
巳
（
新
津

中
学
校
）
②
吉
武
宏
晃
（
新
津
中
学

校
）
▼
女
子
Ａ
級
　
①
牟
田
和
恵

（
リ
ト
ル
デ
ビ
ル
）
▼
Ｂ
級
　
①
安
本

亜
希
子
（
フ
リ
ー
）
②
吉
永
裕
子

（
京
都
高
校
）
▼
Ｃ
級
　
①
仁
保
有
佳

里
（
京
都
高
校
）
②
野
中
由
貴
（
京

都
高
校
）
▼
Ｄ
級
　
①
浦
田
陽
子

（
フ
リ
ー
）

第
31
回
苅
田
町
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

※
10
月
20
日
　
大
熊
公
園

※
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会（

敬
称
略
）

①
日
産
ミ
ド
ル
ズ
②
今
古
賀
ク
ラ
ブ

③
幸
町
区
、
馬
場
フ
ァ
ミ
リ
ー

第
36
回
苅
田
町
子
ど
も
会

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

※
８
月
25
日
　
大
熊
公
園

※
主
催
　
苅
田
町
青
少
年
育
成
会
連
合
会

（
敬
称
略
）

①
オ
グ
ラ
子
ど
も
会
②
本
町
子
ど
も

会
③
新
津
・
百
合
ヶ
丘

※
上
位
２
チ
ー
ム
は
、
京
築
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
（
11
月
17
日
・
大
熊
公
園
）

に
出
場
し
ま
す
。

第
2
回
苅
田
町
子
ど
も
会

小
学
生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
９
月
15
日
　
総
合
体
育
館

※
主
催
　
苅
田
町
青
少
年
育
成
会
連
合
会

（
敬
称
略
）

▼
小
学
生
高
学
年
の
部
　
①
レ
イ
ン

ボ
ー
（
馬
場
）
②
ス
ピ
リ
ッ
ト
オ
ブ

白
川
③
片
島
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

▼
低
学
年
の
部
　
①
片
島
エ
ー
ス
②

チ
ビ
ッ
コ
白
川
③
ス
マ
イ
リ
ー
（
港
）

イ
タ
ー
ズ
③
松
原
育
成
会
　

※
以
上
の
上
位
２
チ
ー
ム
は
、
京
築

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
12
月
１
日
・
勝
山

町
）
に
出
場
し
ま
す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
　
①
西
町
優
勝

ま
ち
が
い
な
し
チ
ー
ム
②
上
町
フ
ァ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

①
馬
場
チ
ー
ム
　
②
松
原
チ
ー
ム

③
葛
川
チ
ー
ム

ペ
タ
ン
ク
大
会

①
集
チ
ー
ム
　
②
馬
場
Ａ
チ
ー
ム

③
馬
場
Ｂ
チ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

①
河
野
宗
功
　
②
十
河
俊
夫

③
原
タ
ネ
　

参
加
者
結
果

▼
第
１
回
ア
ジ
ャ
タ
選
手
権

２
９
３
名
（
42
チ
ー
ム
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
３
２
０
名

▼
め
だ
か
す
く
い
　
３
０
６
名

（
以
上
総
合
体
育
館
）

▼
サ
ッ
カ
ー
教
室
　
92
名

（
馬
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
レ
ク
・
ダ
ン
ス
体
験
　
26
名

（
体
育
セ
ン
タ
ー
剣
道
場
）

▼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
体
験
　
28
名

（
体
育
セ
ン
タ
ー
剣
道
場
）

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

18
名
（
広
谷
湿
原
）

▼
登
山
教
室
　
38
名
（
久
住
山
）

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
開
放
　
37
名

（
体
育
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１
１
０
名
（
大
熊
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
80
名

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
ペ
タ
ン
ク
大
会
　
20
名

（
馬
場
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

18
名
（
向
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

合
計
　
　
１
３
８
６
名

まち わだい の 
Town 
 News

▲ママさんD級優勝　中谷・出合組
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苅
田
工
業
高
校

サ
タ
デ
ー
・
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

楽
し
い
モ
ノ
づ
く
り
教
室

苅
工
生
が
工
作
の
指
導
を
し
ま

す
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
参

加
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

◎
ル
ア
ー
作
り

★
日
時
　
①
11
月
16
日
（
土
）

②
11
月
30
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

★
場
所
　
三
原
文
化
会
館

★
対
象
　
小
・
中
学
生
（
親
同
伴
可
）

★
募
集
人
数
　
16
人
程
度

★
持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
（
あ
れ
ば
彫
刻

刀
・
ヤ
ス
リ
）

※
指
導
す
る
生
徒
は
電
気
科
2
・

3
年
生
の
生
徒
で
す
。

◎
コ
マ
作
り

★
日
時
　
11
月
16
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
苅
田
工
業
高
校(

旋
盤
実
習
室
）

★
内
容
　
工
作
機
械
（
旋
盤
）
を

使
っ
て
コ
マ
を
作
り
ま
す
。

★
対
象
　
中
学
生

★
募
集
人
数
　
10
人

★
持
参
す
る
も
の
　
冬
の
体
操
服

（
上
下
）、
帽
子

※
指
導
す
る
生
徒
は
機
械
科
全
学

年
の
生
徒
で
す
。

◎
ロ
ボ
ッ
ト
工
作

★
日
時
　
11
月
30
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
苅
田
工
業
高
校
　

（
情
報
技
術
科
実
習
室
）

★
内
容
　
ロ
ボ
ッ
ト
工
作(

ロ
ボ
ッ
ト

を
作
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
動
か
そ
う)

★
対
象
　
小
・
中
学
生
親
子

★
募
集
人
数
　
10
家
族
程
度

★
持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具

※
指
導
す
る
生
徒
は
情
報
技
術
科

の
生
徒
で
す
。

◎
文
鎮
作
り

★
日
時
　
11
月
30
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
苅
田
工
業
高
校(

旋
盤
実
習
室
）

★
内
容
　
工
作
機
械
（
旋
盤
）
を

使
っ
て
丸
文
鎮
を
作
り
ま
す
。

★
対
象
　
中
学
生

★
募
集
人
数
　
10
人

★
持
参
す
る
も
の
　
冬
の
体
操
服

（
上
下
）、
帽
子

※
指
導
す
る
生
徒
は
機
械
科
全
学

年
の
生
徒
で
す
。

●
申
込
方
法
　
直
接
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
苅
田
工
業
高
校
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
申
込
者
が
募
集

人
数
に
達
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費
　
5
0
0
円(

安
全
保
険
等
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田

工
業
高
校
「
サ
タ
デ
ー
・
ス
マ
イ

ル
ひ
ろ
ば
事
業
」
実
行
委
員
会
事

務
局

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
8
8

FAX
0
9
3
・
4
3
6
・
2
5
7
2

苅
田
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
よ
り

お
知
ら
せ

11
月
23
日
（
土
）
の
ご
み
の
受

け
入
れ
時
間
は
午
前
９
時
〜
12
時

で
す
。（
工
場
内
機
械
点
検
の
た
め
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　

苅
田
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
　
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
4
0
5
1

農
業
所
得
申
告
説
明
会

農
業
所
得
申
告
の
収
入
金
実
額

方
式
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
領
収
書
等
を
使
っ
た
具

体
的
記
入
方
法
の
説
明
で
す
。

★
対
象
者
　
水
稲
、
麦
及
び
大
豆

の
み
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
の
人

（
既
に
収
支
計
算
で
申
告
し
て
い
る

人
及
び
平
成
14
年
分
か
ら
収
支
計

算
で
申
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
。）

★
持
参
す
る
も
の

①
収
入
の
金
額
の
分
か
る
書
類

売
上
帳
、
領
収
書
控
（
自
分
で
発

行
し
た
も
の
）
預
金
通
帳
（
農

協
の
営
農
口
座
等
農
業
に
関
す
る

取
引
に
使
用
し
て
い
る
も
の
）
な

ど
。
②
経
費
の
金
額
の
分
か
る
書

類
　
経
費
帳
、
領
収
書
、
農
協
の

購
買
伝
票
な
ど
。
③
筆
記
用
具
及

び
計
算
器
具

★
日
時
　
12
月
4
日(
水)

午
後
2
時
〜

★
場
所
　
苅
田
町
中
央
公
民
館
視
聴

覚
教
室(

収
容
人
員
1
0
0
人
程
度)

★
問
い
合
わ
せ
先
　

行
橋
税
務
署
　
個
人
課
税
第
一
部
門

TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
0
5
8
2

役
場
税
務
課
　
町
民
税
係
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
5

都
市
計
画
の
変
更(

案)

の
縦
覧

平
成
12
年
度
の
建
築
基
準
法
の

改
正
に
伴
い
、
都
市
計
画
用
途
地

域
の
変
更
を
行
う
た
め
関
係
図
書

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

★
期
間
　
11
月
14
日
〜
11
月
28
日

（
但
し
、
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

★
時
間
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時

★
場
所
　
都
市
計
画
課
（
役
場
1
階
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
0
9

家
族
介
護
者
交
流
会
会
員
募
集

苅
田
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
家
族
介
護
者
交
流

会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

12
月
の
交
流
会
で
は
、
1
泊
2

日
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
（
熊
本

県
阿
蘇
方
面：

11
月
25
日
が
申
込

締
切
で
す
。）
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
宿
泊
旅
行
以

外
に
も
様
々
な
催
し
や
、
交
流
の

場
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

楽
に
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

★
参
加
資
格
　
①
苅
田
町
に
住
民

票
を
有
す
る
介
護
保
険
・
要
介
護

度
1
以
上
の
人
を
主
と
し
て
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
（
町
内
、
町
外

を
問
い
ま
せ
ん
）
②
苅
田
町
に
住

民
票
を
有
す
る
人
で
、
苅
田
町
に

住
民
票
が
な
い
介
護
保
険
・
要
介

護
度
1
以
上
の
家
族
を
主
と
し
て

介
護
さ
れ
て
い
る
人
。

※
12
月
の
宿
泊
旅
行
中
は
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
等
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
宿
泊
旅
行
に
お
け
る
自
己
負
担

は
、
1
人
5
0
0
0
円
程
度
（
朝

食
1
回
、
昼
食
2
回
、
夕
食
1
回

付
き
及
び
参
加
料
込
）
で
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
3
6
4
1

FAX
0
9
3
・
4
3
4
・
4
3
4
3

第
3
回
「
福
岡
県
障
害
者

文
化
祭
」
開
催

★
日
時
　
12
月
1
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

★
会
場
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

★
内
容
（
1
）
県
立
嘉
穂
高
等
学

校
吹
奏
学
部
（
2
）
応
募
グ
ル
ー

プ
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
お
楽
し
み

抽
選
会
（
3
）
障
害
者
の
社
会
参

加
等
の
紹
介
（
大
ホ
ー
ル
）
盲
導

犬
ふ
れ
あ
い
活
動
、
障
害
者
擬
似

体
験
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
ネ
ル

展
示
、
福
祉
機
器
の
展
示

★
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
障
害

者
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

TEL
0
9
2
・
5
8
4
・
6
0
6
7

FAX
0
9
2
・
5
8
4
・
6
0
6
9

くらしの情報
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働
く
女
性
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

職
業
意
識
の
向
上
と
能
力
開
発

に
よ
り
、
雇
用
の
様
々
な
分
野
で

活
躍
す
る
女
性
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。

責
任
あ
る
ポ
ス
ト
に
つ
く
女
性

も
次
第
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

一
方
、
有
形
無
形
の
壁
に
阻
ま
れ

て
、
自
分
の
能
力
を
充
分
に
生
か

し
き
れ
ず
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

め
な
い
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

変
化
す
る
労
働
環
境
の
中
で
、
女

性
た
ち
が
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況

を
見
つ
め
、
視
野
を
広
げ
て
、
確

実
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
的
に
講
義
と
実
践
を

交
え
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

★
日
時
　
11
月
23
日
（
土
）
〜
11

月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
30
分

★
場
所
　
北
九
州
市
立
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ム
ー
ブ
」
小
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
北
九
州
市
小
倉

北
区
大
手
町
11-

4
）

★
内
容
　

①
私
ら
し
く
働
く
た
め
に
、
自
分

を
大
切
に
し
た
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
、

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
よ

う
。

②
職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
よ
う
。

④
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が

社
会
を
変
え
る
。

★
講
師
　
女
性
と
仕
事
研
究
所
代

表
　
金
谷
千
慧
子
さ
ん
、
研
究
員

荒
金
雅
子
さ
ん

★
内
容
　
個
人
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
自
己
表
現

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

多
彩
な
職
業
の
女
性
達
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

★
対
象
　
勤
続
お
お
む
ね
5
年
以

上
の
女
性
労
働
者
　
20
人
（
申
込

多
数
の
場
合
は
選
考
）

★
受
講
料
　
無
料

★
主
催
　
福
岡
県
北
九
州
労
働
福

祉
事
務
所
、
北
九
州
市
立
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ム
ー
ブ
」

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡

県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
（
北

九
州
市
小
倉
北
区
城
内
7-

8
）

TEL
0
9
3
・
5
9
2
・
3
5
0
7

★
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
応
募
動
機
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

※
託
児
（
6
か
月
以
上
就
学
前
ま

で
。
1
回
3
0
0
円
）
に
つ
い
て

は
事
前
に
ム
ー
ブ
に
ご
相
談
下
さ

い
。

iving Information1Ｌ

あなたはどうする

2002
～広域合併フォーラム in 苅田～

コーディネーター・パネラー
○苅田町長　伊塚　工
○1市5町任意合併協議会会長　八並康一さん
○北九州市立大学教授　山崎克明さん
★日時　11月18日（月）
開場：午後5時30分～
開会：午後6時～
★場所　苅田町中央公民館大ホール
★入場　無料
★主催　（社）美夜古青年会議所
★問い合わせ先　（社）美夜古青年会議所

TEL０９３０・２２・９３５１

成
人
式
の
お
知
ら
せ

平
成
15
年
の
成
人
式
は
、
1
月
12
日
（
日
）
で
す
。

★
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

★
対
象
　
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜

昭
和
58
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

（
12
月
上
旬
に
ご
案
内
致
し
ま
す
。）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
2
0
4
4

劇
団
は
ぐ
る
ま
座
公
演

「
誇
り
の
海
」

（
創
作
劇：

3
幕
5
場
）

山
口
県
の
豊
北
原
発
阻
止
の

闘
い
を
素
材
に
と
っ
て
い
ま

す
。
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し

て
き
た
民
衆
の
人
民
勝
利
の
み

ず
み
ず
し
い
時
代
意
識
を
う
た

い
あ
げ
て
い
ま
す
。

★
日
時
　
11
月
22
日
（
金
）

開
場：

午
後
5
時
45
分
〜
　
　

開
演：

午
後
6
時
15
分
〜

★
場
所
　
苅
田
町
中
央
公
民
館

★
料
金
　

▼
一
般
3
0
0
0
円

（
当
日
3
5
0
0
円
）、

▼
小
中
高
生
1
0
0
0
円

（
当
日
1
5
0
0
円
）、

▼
大
学
生
2
0
0
0
円

（
当
日
2
5
0
0
円
）

＊
前
売
券
取
扱
所：

天
龍
（
TEL

0
9
3
・
4
3
4
・
5
7
5

7
）
、
山
口
酒
店
（
TEL
0
9

3
・
4
3
6
・
0
0
3
3
）

★
主
催
　
「
誇
り
の
海
」
苅
田

町
公
演
実
行
委
員
会

★
後
援
　
苅
田
町
教
育
委
員

会
、
西
日
本
新
聞
社

★
問
い
合
わ
せ
先
　
角
谷
　

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
0
1
0
7
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働
く
人
の
な
ん
で
も
労
働
相
談

長
引
く
不
況
下
、
解
雇
・
賃
金

未
払
い
や
セ
ク
ハ
ラ
と
い
っ
た
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
会
場
に

お
こ
し
下
さ
い
。

★
日
時
　
11
月
22
日
（
金
）

午
後
1
時
〜
8
時

★
場
所
　
北
九
州
市
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
『
ア
シ
ス
ト
21
』
6

Ｆ
（
小
倉
北
区
馬
借
1-

7-

1：

北

九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
前
）

※
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
、
無
料
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
北
九

州
労
働
福
祉
事
務
所
情
報
相
談
課
　

TEL
0
9
3
・
5
9
2
・
3
5
1
6

薬
物
及
び
銃
器
取
締
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

近
年
、
覚
せ
い
剤
等
不
正
薬
物

の
全
国
で
の
密
輸
摘
発
押
収
量
は
、

昨
年
ま
で
3
年
連
続
し
て
1
ト
ン

を
超
え
、
本
年
に
入
り
ま
し
て
も

1
月
に
は
、
門
司
税
関
等
に
よ
り

玄
界
灘
洋
上
で
覚
せ
い
剤
約
1
5

1
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
摘
発
さ
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
け

ん
銃
を
使
用
し
た
事
件
が
跡
を
絶

た
な
い
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
社
会
悪

物
品
の
密
輸
問
題
は
深
刻
の
度
を

増
し
て
い
ま
す
。

税
関
で
は
、
こ
れ
ら
覚
せ
い
剤
、

け
ん
銃
等
社
会
悪
物
品
の
水
際
で

の
国
内
流
入
阻
止
を
最
重
要
課
題

の
1
つ
と
位
置
付
け
、
日
夜
取
締

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

門
司
税
関
に
お
き
ま
し
て
も
、

情
報
収
集
及
び
取
締
り
を
強
化
し
、

不
正
薬
物
等
を
摘
発
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

『
情
報
』
が
不
可
欠
で
す
。
覚
せ
い

剤
、
け
ん
銃
等
の
密
輸
入
に
関
す

る
不
審
な
話
や
「
う
わ
さ
」
を
耳

に
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
さ
さ

い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

税
関
へ
ご
一
報
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
通
報
先
　
門
司
税
関
密
輸
ダ
イ
ヤ

ル
（
24
時
間
受
付
）
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
・
4
6
1
・
9
6
1

自
衛
隊
生
徒
募
集
（
男
子
）

★
受
付
期
間
　
平
成
15
年
1
月
7

日
（
火
）
ま
で
。

★
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し

平
成
15
年
4
月
1
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
昭
和
61

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
63
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）。

★
試
験
日
　
▼
1
次
　
平
成
15
年

1
月
11
日
（
土
）
▼
2
次
　
平
成

15
年
1
月
24
日
（
金
）
〜
27
日

（
月
）
ま
で
の
指
定
す
る
1
日
。

★
教
育
内
容
　
一
般
高
校
と
同
じ

学
科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
び
、

3
年
終
了
時
に
は
高
等
学
校
の
卒

業
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
築
城

募
集
事
務
所
　
TEL
0
9
3
0
・
5

6
・
1
1
5
0
（
内
線
2
2
9
）

福
岡
県
主
催
『
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
』

★
日
時
　
▼
平
日
の
部
　
12
月
3

日
〜
26
日
の
火
・
木
曜
日
で
全
8

回
（
午
前
の
部
）
午
前
10
時
〜
12

時
15
分
（
昼
の
部
）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
45
分
　
▼
土
曜
日
の
部

11
月
30
日
〜
12
月
21
日
で
全
4
回

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

★
定
員
　
各
20
人
（
マ
ウ
ス
操

作
・
日
本
語
入
力
が
出
来
る
人
）

★
受
講
料
　
無
料
（
但
し
教
材
・

実
習
費
な
ど
7
3
0
0
円
）

★
申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
（
水
）

★
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先
　
九
州

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
　
行
橋
教
室

TEL
・
FAX
0
9
3
0
・
2
6
・
6
0
1
8

障
害
者
職
業
訓
練
生
募
集

★
募
集
期
間
　
平
成
15
年
1
月
10

日
ま
で

★
募
集
科
目
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製

図
科
（
20
人
）
、
義
肢
・
装
具
科

（
10
人
）
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

（
20
人
）、
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
20

人
）、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
20
人
）、

建
築
設
計
科
（
10
人
）、
ア
パ
レ
ル

デ
ザ
イ
ン
科
（
10
人
）、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
制

作
科
（
20
人
）
、

総
合
実
務
科

（
20
人
）
＊
男
女
は
問
い
ま
せ
ん

★
応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
（
但
し
総
合
実
務
科
は
療

育
手
帳
所
持
者
）

★
訓
練
期
間
　
1
年
間
（
但
し
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
2
年
間
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
国
立
県
営
福

岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
　

TEL
0
9
3
・
7
4
1
・
5
4
3
1

FAX
0
9
3
・
7
4
1
・
1
3
4
0

第
4
回
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

★
募
集
す
る
団
地
　
県
内
に
所
在

す
る
団
地
の
空
家
住
宅

★
募
集
案
内
書
配
布
及
び
申
込
受

付
期
間
　
12
月
2
日
（
月
）
〜
10

日
（
火
）

★
募
集
案
内
書
配
布
場
所
　
福
岡

県
内
各
市
（
区
）
役
所
及
び
町
村

役
場

★
応
募
方
法
　
募
集
案
内
書
を
入

手
の
う
え
、
郵
送
（
案
内
書
添
付

の
封
筒
）
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
北
九
州
県
営

住
宅
管
理
事
務
所
（
北
九
州
市
八

幡
西
区
則
松
3
丁
目
7-

1
）

TEL
0
9
3
・
6
9
1
・
5
9
7
0

平
尾
台
イ
ベ
ン
ト
情
報

◎
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会

★
日
時
　
12
月
6
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

★
対
象
　
10
人

★
材
料
代
　
2
0
0
0
円
程
度

★
申
込
締
切
　
11
月
29
日
（
金
）

◎
ア
ー
ス
ア
ー
ト
教
室

★
日
時
　
12
月
1
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

★
対
象
　
10
人

★
材
料
代
　
2
0
0
0
円
程
度

★
申
込
締
切
　
11
月
24
日
（
日
）

●
申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
0
3-

0
1
8
6

北
九
州
市

小
倉
南
区
新
道
寺
3
0
9
2-

2

平
尾
台
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

TEL
0
9
3
・
4
5
3
・
3
7
3
7

※
平
尾
台
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

を
募
集

★
日
時
（
説
明
会
）
11
月
17
日

（
日
）
午
後
1
時
〜
3
時

★
場
所
　
平
尾
台
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー

苅
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
募
集

★
対
象
者
　
58
歳
以
上
（
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
）
①
草
刈
機
械
が
使

え
る
人
②
剪
定
の
で
き
る
人
③
大

型
1
種
自
動
車
免
許
（
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
運
転
）
を
所
有
し
て
い
る
人
。

★
人
員
　
若
干
名

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

TEL
0
9
3
・
4
3
5
・
3
2
2
1

※
そ
の
他
会
員
も
常
時
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

iving Information2 くらしの情報Ｌ
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カレンダー 伝言コーナー 

青龍窟写真展 ～水と暗闇と光のシンフオニー～
◎日時　１１月１２日（火）～１７日（日）

午前１０時～午後５時３０分　
※１２日は午後１時～５時３０分、１７日は午前１０時～３時
◎場所　苅田町図書館展示ホール
◎問い合わせ先　青龍クラブ代表：松本高志　

TEL0930・25・5143

社交ダンスを始めてみませんか
初歩からわかりやすくご指導いたします。初心者の方でも楽
しく踊れます。軽く運動するつもりでどうぞお越し下さい。
◎開催日　毎週火曜日　午後８時から９時３０分
◎場所　西部公民館
◎問い合わせ先　冬木　TEL093・434・2650

タンポポの会～心の病の家族教室～
◎日時　１１月１９日（火）午後１時３０分～３時３０分
◎問い合わせ先　パンジープラザ　TEL093・436・5115

19日（火）☆三種混合
パンジープラザ（13：30～14：00）
★心配ごと相談　
パンジープラザ（10：00～15：00）

20日（水）☆1歳6か月児健診
パンジープラザ（13：30～14：00）
★年金相談
苅田商工会議所（10：00～15：00）
★京築地区福祉人材バンク職業紹介
パンジープラザ（10：00～12：00）

21日（木）☆三種混合
尾倉・福祉会館（13：30～14：00）

22日（金）☆三種混合
西部公民館（13：30～14：00）
★障害者生活支援苅田出張相談
パンジープラザ（9：30～11：30）

26日（火）★心配ごと相談　
パンジープラザ（10：00～15：00）
☆行政相談
三原文化会館（13：30～16：00）

27日（水）☆３歳児健診
パンジープラザ（13：30～14：00）

28日（木）★介護ホッと相談
パンジープラザ（10：00～12：00）

（１１月１５日～３０日）

  月  
     
  4 
11 
18 
25 
 

  日 
    
  3 
10 
17 
24

  水  
     
  6 
13 
 20 
 27 
 

  木 
     
  7 
14 
21 
28 
  

  金  
  1  
  8 
 15 
 22 
 29 
   

  土  
  2 
  9 
 16 
 23 
 30 
   

  火 
    
  5 
12 
19 
26 
 

　11月  NOVEMBER

全老連創立４０周年記念全国老人クラブ大会に参加して

老人クラブは戦後の混乱
と激動のさなかにあって、
多くの先輩たちが「老後の
幸せは自らの手で開こう」
との目標のもと、今年で創
立４０周年を迎えることに
なりました。その間、皆様方の温かな励ましと、国及び地方自
治体のご理解とご支援のもとで８７４万人もの会員を誇る組織
に成長してまいりました。
苅田町は現在５４９１名の会員で活動しております。老人ク

ラブ全国大会は昭和３７年に結成大会が催され、天皇皇后両陛
下のご臨席を仰ぎ、今回４０周年を迎えることができました。
その中で天皇陛下のお言葉を頂いた時は、万感胸にせまるもの
がありました。記念式典では、厚生労働大臣坂口力様のご挨拶
に始まり、内閣総理大臣小泉純一郎様、衆議院議長綿貫民輔様、
参議院議長倉田寛之様からお祝辞を頂きました。苅田町老人ク
ラブ連合会も、ここでもう一度老人クラブ創立の原点に帰り、
健康づくりに励み、友愛活動や地域社会への幅広い奉仕活動を
展開しながら、活気ある長寿社会を築いていきたいと思ってお
ります。
今後も老人クラブは「ゆとり」

と「うるおい」と「やすらぎ」に
満ちた心豊かな社会となるよう、
誇りを持って活動を進めて行きた
いと思います。
また、１０月１６日に苅田町中央公民館で行われた苅田町老

人クラブ連合会の年次大会で、筑紫桃太郎一座に出演していた
だき、その収益金の一部を苅田町社会福祉協議会に寄付して下
さいましたことも、この場を借りてご報告いたします。ありが
とうございました。 （苅田町老人クラブ連合会会長：福田弘）

納期のお知らせ
町県民税　　 4 期 12 月 2 日　
国民健康保険税　 5 期 12 月 2 日
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すこやか 写 真 館 

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

秋永真斗
まさと

くん（１０月２３日生）
父　朋由紀さん　母　洋子さん
（上片島）

真斗、お誕生日おめでとう。お
兄ちゃんといっしょに遊べる日
が来るのをパパとママは楽しみ
にしてるよ。

宮薗翔一
しょういち

くん（５日生）
母　由美さん
（神田町）

翔ちゃん、１歳のお誕生日おめでとう。
翔ちゃんはママの大切な宝物です。これ
からも笑顔いっぱい元気にスクスクと、
そして思いやりのある心優しい子になっ
て下さいね。ママの子に産まれて来てく
れてありがとう。ママより。

岩本充美
あ み

ちゃん（２７日生）
父　昭男さん　母　千春さん
（集）

充美ちゃん、お誕生日おめでと
う。これからも南美おねえちゃ
んと仲良く、元気に育ってね。

岡野響輝
ひびき

くん（９日生）
父　靖生さん　母　智恵さん
（富久町）

響輝お誕生日おめでとう。これ
からもいっぱい、い～ぱい遊ぼ
うね～。
靖生パパ、智恵ママより。

小野瑛斗
あきと

くん（１日生）
母　智子さん
（桜ヶ丘）

１歳おめでとう。これからもか
わいい笑顔をふりまいて、元気
に育って下さいね。

竹中まどかちゃん（８日生）
父　哲也さん　母　美香さん
（新津）

１歳のお誕生日おめでとう。ま
どかの成長をみんなで楽しみに
しています。これからも元気に
いつも笑顔でいてね。

立石悠斗
ゆうと

くん（５日生）
父　浩さん　母　恵子さん
（幸町）

悠斗が生まれてパパとママはと
ても前向きになったよ。これか
らも久留米＆北九州の悠斗ファ
ンを、そのいやし系の笑顔で悩
殺しまくってねっっ。

伊藤海
かい

くん（１５日生）
父　厚さん　母　忍さん
（集）

海くん、１歳のお誕生日おめで
とう。いつも笑顔の海くんは、
パパとママの宝物だよ。優しく
て元気な子に育ってね。

守田千春
ちはる

くん（２２日生）
父　丈司さん　母　恵美子さん
（尾倉）

チイ君、１才のお誕生日おめで
とう。これからも、大きいお姉
ちゃん、小さいお兄ちゃんとお
もいっきり遊ぼうね。

中富悠介
ゆうすけ

くん（１１日生）
父　豊さん　母　治美さん
（集）

誕生日おめでとう。強気のくせ
に泣き虫で甘えん坊。パパとマ
マは、そんな君が大好きです。
これからも、よろしくね。

甲斐つみきちゃん（２３日生）
父　孝寿さん　母　綾子さん
（新津）

お誕生日おめでとう。あんよが
上手になったね。これからたく
さんお散歩しようね。

井上太貴
たいき

くん（１４日生）
父　三男さん　母　ちえみさん
（法正寺）

太貴、１歳の誕生日おめでとう。
いつもみんなに笑顔いっぱいあ
りがとう。これからの成長を楽
しみにしています。

杉元裕哉
ゆうや

くん（１日生）
父　義己さん　母　由美子さん
（下新津）

裕哉へ。１歳のお誕生日おめでとう。
いつもかわいい笑顔を見せてくれて
ありがとう。あまえんぼさんの裕く
んが、パパ、ママお姉ちゃん達は大
好きです。明るく元気で強い子にな
ってね。

有田芽生
め い

ちゃん（１２日生）
父　靖さん　母　恵理さん
（磯浜町）

有田芽生です。１歳の誕生日をむかえました。
小さく生まれた私のことをたくさん心配した
り応援してくれたりしてくれた、おじいちゃ
ん、おばあちゃんたち、それからみなさん本
当にありがとうございました。芽生はこんな
に大きく元気になりました。これからも、芽
生のことをよろしくね。

梶山寛斗
ひろと

くん（２９日生）
父　進二さん　母　美紀さん
（与原）

ひろくん、お誕生日おめでとう。
お兄ちゃんと仲良く遊んで元気
に大きくなってね。

今浪優心
ゆうみ

ちゃん（３０日生）
父　篤史さん　母　英美さん
（南原）

ゆうみチャーン、んっもお、か
わゆい。お誕生日おめでとう。
素直で優しくべっぴんしゃんに
育ってね。お兄ちゃんとも仲良
くね。

掲載希望者は、満１歳の誕生月の前月
末までに、役場総務課秘書室秘書広報係
へ写真を持参または郵送してください。

平成13年11月生まれ

苅
田
山
笠
青
年
会
は
、
９
月

南
原
小
学
校
と
苅
田
小
学
校
で

苅
田
山
笠
の
伝
承
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
次
代
の
山
笠
の
担
い

手
を
育
て
よ
う
と
、
山
笠
の
歴

史
の
話
を
し
た
り
、
鉦
の
鳴
ら

し
方
や
太
鼓
の
た
た
き
方
な
ど
を
指
導
し
た

り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
が
昨
年
、
苅
田
小
学
校
に
依

頼
し
て
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
14
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
６
年
生
（
現
在
は
苅
田
中
学
１
年
）

の
成
英
枝
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
山
笠
の

Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
ま
し
た
。
神
幸
祭
当
日
、
同

会
会
長
の
庄
野
さ
ん
よ
り
成
さ
ん
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
自
分
の
ポ
ス
タ
ー
が
採

用
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
好
き
な
苅
田
山
笠
の
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
も

ら
え
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

苅
田
山
笠
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
成
さ
ん
。

▲苅田山伝承授業

感謝状を受けとる成英枝さん

トピックス トピックス 
山 笠 

▲


